
平成30年度補正

事業に取り組んだ経緯・背景
　商品製造作業の流れの中で化粧箱封印作業があ
ります。この化粧箱封印がより高級感を持たせる
ために、シュリンクフィルムを使用しての密封封
印による商品包装オーダーへと顧客ニーズが変更
してきました。
　このシュリンクフィルムを使用した化粧箱封印
工程が、従来からの簡易シール封印作業（図１）
に比べて相当の稼動を要し、手作業で化粧箱に化
粧品を入れた後に、化粧箱全体に熱収縮フイルム
を一箱ごとに被せ、全体を熱風で収縮（少なけれ

ばドライヤーでも可能）させる作業工程となり、
かなり煩雑な作業となって来ました。その為にこ
の作業工程を改善することで作業効率の向上を図
る必要が生じて来ました。

事業内容
　これまでの化粧箱シュリンクによる封印作業は、
弊社で使用している簡易型半自動シュリンク機で
の化粧箱に合わせた寸法の袋型フイルムを一個ず
つ化粧箱に手作業で覆い被せて（図２）、手動や半
自動機でフイルムを収縮させての工程作業をして

おりましたが、本事業で導入した静電シール包装
装置（シュリンク包装機）「写真１」により、化粧
箱一個ごとのシュリンク袋被せ作業工程が不要と
なり、化粧箱をそのまま機械装置に流し入れるだ
けで、化粧箱にシュリンクフイルムが装着された
商品として機械装置から排出され、これにより生
産性の向上と品質安定化の両面を実現することが
可能となりました。

事業の成果
　今までの化粧箱セット · シュリンク作業は半自動
シュリンク作業によるもので、化粧箱フイルム封
印は、1日２人 /約８００個の生産が限界でした。
しかし、本事業で導入した静電シール包装装置に
より、化粧品箱を５秒～１０秒間隔で本装置に流
し入れることにより、装置端末からシュリンクフ
イルム加工された化粧箱として出来上がって排出
されてきます。１時間で約５００個～６００個と
生産性および品質が特段と向上してきました。
　これにより一連の製造工程での大幅な効率化で、
受注商品の納期短縮および今後の新規商品の受注獲
得にも大きく寄与できるようにとなってきました。
　このように本事業によるシュリンク工程の改善
は、受注増に対処できるだけでなく、新たな事業
にチャレンジする（海外向け販売戦略 · 新商品開発
の事業展開等）ためにも必要不可欠であると考え
ております。

事業の現在の状況
　弊社顧客である販売会社では国内販売は基より
最近東南アジア向けの海外事業展開を強めてきて
おり、今まで以上に数多くのＯＥＭ商品を弊社が
製造販売元としてパッケージに印字記載されて市
場に供給されていることから、製造販売メーカー
として認知度も高まって新規のお客様から新商品
製造についての問合せも増加して来るものと思わ
れます。
　このように、本事業でのシュリンク機械導入に
よる生産性向上の効果は、現在の業務改善面だけ
でなく、新たな挑戦をするうえで将来的な投資と
して必要であり、先を見据えた経営計画のもと実
現して行く予定です。
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図 1　　　　　　　　　　　　　図 2 「写真 1」　静電シール包装装置（シュリンク包装機）

基礎化粧品　ラヴィージョ ［得意分野］
化粧品原料製造および化粧品製造

［主要取引先］
ミヤコ化学株式会社・株式会社ファンケル・株式
会社 A ＆ C BEAUTE

［商品］
ワイン酵母抽出液・OEM 化粧品各種・自社化粧
品「ラヴィージョ シリーズ」

［代表者からの一言］
　一貫して抽出の技術に研鑽を重ね続け、自然界
の恵みが持つ機能性成分にこだわり続けてきまし
た。地球環境を大切に守りながら、化粧品「原料
化」～「製品化」を行い世の中の豊かな生活環境
に貢献していきます。

代表取締役社長　高橋　慎弥
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